
20年ぶりの大寒波の中、弊社社員が米国経済の熱気を体感
すべくニューヨークに飛び、実際にリート物件を訪問してき
ました。今回のヨミトクはその物件訪問記です。

好調な米国経済をけん引するのは企業業績の回復です。と
いうことで最初に、マンハッタン最大手のオフィスリート
「SLグリーン・リアリティ」が保有するオフィスビルを訪問
しました。同社は、主にオフィスビルを中心に展開しており、
マンハッタンに85物件、ニューヨーク市郊外に３１物件を保
有しています。金融街で有名なウォール街の近く、「トライ
ベッカ」にあるこのビルには、米国大手金融機関シティグ
ループが入居。当ビルは最先端の設備を完備し、眺望も南は
ウォール街のビル群、西はハドソン川と素晴らしく、交通の
便も良好です。好調な米国景気を反映して、ニューヨークの
オフィスリートの賃料、入居率は上昇しています。

続いて、全米に展開する住宅リート「アバロンベイ・コ
ミュニケーションズ」を訪問しました。同社は、高級住宅を
中心に数百の物件を持ち、居住者は80,000世帯を超えます。
今ニューヨークで話題の「ハイライン」（廃線となった高架
鉄道跡を再開発中の地区）にいち早く目をつけ、富裕層向け
と、若者向けの高級賃貸マンション２棟を建設しています。
若者向け棟には1階に共用の書斎スペース、大型TVスペース
を設けるなど、入居率を上げるための工夫を施しています。
今後地下鉄の拡充にともない、交通の便が更によくなるため
家賃も上昇中であり、リートの収益向上が期待されます。

2014年の米国リートは、8.4％の利益成長が予想されて
います。好調な米国経済による追い風の中、各リートの物件
の賃料水準と入居率を上昇させるための創意工夫を肌で感じ
た訪問でした。
(出所：グリーン・ストリート・アドバイザーズ、2013年12月現在）
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SLグリーン・リアリティ（オフィスリート）
シティグループが入居

アバロンベイ・コミュニケーションズ（住宅リート）
ハイライン沿いに建設中のアパートメント

弊社米国リート運用チームと
（ＳＬグリーン・リアリティにて）
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